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尾長谷　靖・准教授
代議員、咳嗽・喀痰の診療ガイドライン2024
委員

日本呼吸器学会

尾長谷　靖・准教授 専門医委員会委員 日本アレルギー学会

坂本憲穂・講師

坂本憲穂・講師 評議員 日本化学療法学会



気管支鏡専門医制度委員会、専門医機構承認
移管準備ワーキンググループ委員

日本呼吸器内視鏡学会

坂本憲穂・講師 評議員 日本感染症学会

坂本憲穂・講師

日本医真菌学会 希少深在性真菌症の診断・治
療ガイドライン作成委員、支部関連学会委
員、代議員

日本医真菌学会

坂本憲穂・講師 地方労災医員 長崎労働局

坂本憲穂・講師 長崎県地方じん肺審査医 長崎労働局

髙園貴弘・准教授

評議員 日本化学療法学会

髙園貴弘・准教授
インターネットサーベイランス委員、COVID-
19エキスパートオピニオン委員会委員

日本呼吸器学会

髙園貴弘・准教授
評議員、感染症学会誌編集委員、COVID-19治
療薬・タスクフォース委員

日本感染症学会

髙園貴弘・准教授

Editorial Board member Scientific Reports

髙園貴弘・准教授 将来計画委員、広報委員 日本結核・非結核性抗酸菌症学会

髙園貴弘・准教授 Associate editor Medical Mycology

髙園貴弘・准教授

第 93 回日本感染症学会西日本地方会学術集
会・第 71 回日本化学療法学会西日本支部総
会 プログラム委員

日本感染症学会

髙園貴弘・准教授
One World Guideline “Cryptococcosis”
Contributor

ISHAM (International society for human and
animal mycology) / ECMM (European
confederation of medical mycology)

髙園貴弘・准教授
One World Guideline “Candidiasis”
Contributor

ISHAM (International society for human and
animal mycology) / ECMM (European
confederation of medical mycology)

髙園貴弘・准教授

「喘息予防・管理ガイドライン2024」WG SR担
当

日本アレルギー学会

髙園貴弘・准教授 コアメンバー 非HIV感染者の免疫再構築症候群研究会

細萱直希・講師 審査専門員 独立行政法人　医薬品医療機器総合機構

深堀　範・助教

成人市中肺炎診療ガイドライン2022 SR委員 日本呼吸器学会

深堀　範・助教
International Journal of Clinical
Practice Academic Editor

International Journal of Clinical Practice

深堀　範・助教 代議員 日本アレルギー学会　九州支部会

井手昇太郎・講師

評議員 日本化学療法学会

井手昇太郎・講師 社会保険委員 日本結核・非結核性抗酸菌症性抗酸菌症学会

竹本　真之輔・講師 West Japan Oncology Group 理事 西日本がん研究機構

岩永直樹・助教

レジオネラ診断における全国サーベイランス
研究事務局

日本感染症学会

岩永直樹・助教 評議員 日本感染症学会

岩永直樹・助教
成人市中肺炎診療ガイドライン2022 SR委員、
事務局

日本呼吸器学会

岩永直樹・助教



競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

分担
肺リンパ腫における気管支肺胞洗浄液を用いた
内科的診断手法の確立

迎　寛・教授
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

分担
薬剤性肺障害の予後改善を目指した診断プロセ
スの一般化と症例集積を目的とした研究

日本学術振興会 科学研究費助成
事業 基盤研究（C）

代表
大気微粒子成分に特異的な喘息気道炎症パター
ンの解明と治療戦略の提案

尾長谷　靖・准教授

迎　寛・教授

迎　寛・教授
一般財団法人ふくおかフィナン
シャルグループ企業育成財団

分担
特発性肺線維症に対する免疫細胞輸注療法の開
発

迎　寛・教授
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

迎　寛・教授
日本学術振興会 科学研究費助成
事業 基盤研究（C）

迎　寛・教授
AMED新興・再興感染症に対する革
新的医薬品等開発推進研究事業

分担
アドレノメデュリンを用いたCOVID-19 による
肺炎の重症化予防―医師主導治験Phase Ⅱa

AMED新興・再興感染症に対する革
新的医薬品等開発推進研究事業

尾長谷　靖・准教授
テルモ生命科学振興財団　研究開
発助成金

代表
小型肺聴診機器による録音データの遠隔収集と
解析システムの構築

分担
免疫エフェクター細胞を用いた薬剤耐性糸状菌
感染症の新規治療法開発（AMED 高園班）

分担
HSP47をターゲットとした肺線維症のバイオ
マーカー、抗線維化薬の開発

代表
気管支喘息の難治化因子としてのPM2.5の分子
生物学的考察

尾長谷　靖・准教授
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

迎　寛・教授
日本学術振興会 科学研究費助成
事業 基盤研究（C）

分担
Trained immunityによるアトピー性気管支喘息
根治療法の開発

日本学術振興会 科学研究費助成
事業 基盤研究（C）

分担
関節リウマチに伴う間質性肺疾患の呼吸器感染
症発症リスクを多層的に解析する基盤研究

迎　寛・教授

迎　寛・教授
日本学術振興会 科学研究費助成
事業 基盤研究（C）

分担
プラスチックの吸入による肺や全身への健康影
響

日本学術振興会 科学研究費助成
事業 基盤研究（B）

代表
プレボテラ菌による肺炎増悪の機序の解明及び
新規治療法の開発

日本学術振興会 科学研究費助成
事業 基盤研究（C）

代表
HSP47 をターゲットとした肺線維症治療薬の開
発

岩永直樹・助教 Editorial Board member Frontiers in Immunology

谷口寛和・講師 評議員 日本がん分子標的治療学会

分担
『咳嗽・喀痰の診療ガイドライン2019』喀痰総
論の改訂に向けたエビデンスの構築

迎　寛・教授

迎　寛・教授
日本学術振興会 科学研究費助成
事業 基盤研究（B）

分担 スマート呼気サイエンスによる近未来内科医療

迎　寛・教授
日本学術振興会 科学研究費助成
事業 基盤研究（C）

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

迎　寛・教授



髙園貴弘・准教授
令和３年度公益財団法人予防接種
リサーチセンター調査研究費補助
金R3-6年度

代表
透析患者におけるSARS-CoV-2ワクチン接種の基
礎的・臨床的有効性評価

髙園貴弘・准教授

国立研究開発法人日本医療研究開
発機構(AMED)令和4年度「新興・
再興感染症に対する革新的医薬品
等開発推進研究事業」追加公募

代表
免疫エフェクター細胞を用いた薬剤耐性糸状菌
感染症の新規治療法開発

髙園貴弘・准教授
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

代表
修飾免疫エフェクター細胞を用いたアスペルギ
ルス症の新規治療法の開発

日本学術振興会 科学研究費助成
事業 基盤研究（C）

代表
自然免疫系エフェクター細胞による肺アスペル
ギルス症新規治療法の開発

髙園貴弘・准教授

日本学術振興会 科学研究費助成
事業 基盤研究（C）

代表
関節リウマチに伴う間質性肺疾患の呼吸器感染
症発症リスクを多層的に解析する基盤研究

細萱直希・講師
成人発症スチル病（AOSD）に対する5-アミノレ
ブリン酸塩酸塩／クエン酸第一鉄ナトリウム
（5-ALA HCL/SFC）投与の医師主導治験

国立研究開発法人日本医療研究開
発機構

分担

深堀　範・助教
日本学術振興会 科学研究費助成
事業 基盤研究（C）

代表
Trained immunityによるアトピー性気管支喘息
根治療法の開発

細萱直希・講師

行徳　宏・助教
日本学術振興会 科学研究費助成
事業 若手研究

代表
間質性肺炎合併肺癌において薬剤性肺炎の発症
を予測する新規高分解能CTスコアの確立

梅根隆介・大学院生
オプトジェネティクスを活用した腎臓交感神経
制御による新規腎臓病治療法の開発

公益財団法人　鈴木謙三記念医科
学応用研究財団　調査研究助成

代表

谷口寛和・講師
武田科学振興財団 医学系研究助
成（がん領域（基礎）

代表
DNA修復機構阻害剤によるがん免疫賦活化作用
の解明と新規治療戦略の開発

岩永直樹・助教
多剤耐性緑膿菌による人工呼吸器関連肺炎モデ
ルにおけるIL-22の有効性の検討

日本学術振興会　科学研究費助成
事業　研究活動スタート支援

代表

岩永直樹・助教
日本学術振興会　科学研究費助成
事業　若手研究

代表
肺非結核性抗酸菌症の新規治療法開発に向けた
組織常在型リンパ球による予防効果の検証

岩永直樹・助教
肺組織常在型リンパ球の活性化による肺非結核
性抗酸菌症の制御

MSD生命科学財団　研究助成　感
染症領域　若手研究者

代表

井手昇太郎・講師
肺非結核性抗酸菌症と慢性肺アスペルギルス症
合併例の疫学および予後予測因子の検討

大分大学グローカル感染症研究セ
ンター共同研究

代表

竹本真之輔・講師
日本学術振興会 科学研究費助成
事業 若手研究

代表
非小細胞肺癌におけるAXL-MBIP融合遺伝子の病
的意義の解析と治療標的の検索

谷口寛和・講師
悪性胸膜中皮腫におけるDNA修復機構阻害薬が
もたらすがん免疫賦活化作用の解明

日本学術振興会 科学研究費助成
事業 若手研究

代表

迎　寛・教授 大塚製薬株式会社 SARS-CoV-2 を標的とした抗原検査キットの性能評価

日本ベーリンガーインゲルハイム
株式会社

早期特発性肺線維症患者に対するニンテダニブ投与の安全
性と忍容性に関する解析

迎　寛・教授



健康保険組合データベースを用いた抗インフルエンザ 薬
(バロキサビル・マルボキシル、オセルタミビル) のB型イ
ンフルエンザウイルス感染 症の重症化抑制に関する比較検
討」

迎　寛・教授 塩野義製薬株式会社

重症化リスク因子を有する軽症/中等症ⅠのSARS-CoV-2感染
患者を対象としたエンシトレルビル　フマル酸の有効性及
び安全性を評価する無作為化モルヌピラビル対照比較試験
(エンシトレルビル)

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）患者に対する L.
lactis strain Plasma（プラズマ乳酸菌）を用いた症状緩
和効果についての検証～無作為化二重盲検プラセボ対象並
行群間比較試験～（PLATEAU study）

塩野義製薬株式会社 経口COVID-19 治療薬に関する選好の推定に関する研究迎　寛・教授

大正製薬
酸素投与不要なCOVID-19 肺炎患者に対するクラリスロマイ
シンの有効性を探索するランダム化非盲検３群間比較試験

迎　寛・教授 杏林製薬株式会社
医療・介護関連肺炎におけるラスクフロキサシン錠の有効
性・安全性の検討

迎　寛・教授 杏林製薬株式会社
市中肺炎に対するラスクフロキサシン(LSFX)スイッチ療法
の有効性および安全性を評価する多施設共同単群非盲検試
験（LTS23）

迎　寛・教授

迎　寛・教授
一般社団法人九州臨床研究支援セ
ンター

脳転移(放射線未治療)のあるT790M陽性非小細胞肺癌に対す
るオシメルチニブの第II相試験

迎　寛・教授
日本ベーリンガーインゲルハイム
株式会社

EGFR遺伝子変異陽性肺癌における高感度デジタルPCRを用い
たEGFR遺伝子変異の解析

尾長谷　靖・准教授

迎　寛・教授 塩野義製薬株式会社 インフルエンザ感染症の感染拡大にかかる因子の探索研究

迎　寛・教授 塩野義製薬株式会社
抗インフルエンザ薬バロキサビル・マルボキシルに利便性
評価に基づく費用的価値の推定

迎　寛・教授

富士フイルム富山化学株式会社
Prevotella intermedia培養上清で誘導される肺炎重症化に
対するソリスロマイシンの抗炎症効果

迎　寛・教授 キリンホールディングス株式会社

迎　寛・教授 富士フイルム富山化学株式会社
一酸化窒素（NO）トリプルノックアウトマウスを用いた肺
炎球菌肺炎の新規治療法

迎　寛・教授

塩野義製薬株式会社

尾長谷　靖・准教授 ソニーグループ株式会社
気管支喘息における音声、生体情報を用いた気道状態の推
定に関する研究

尾長谷　靖・准教授 コアテック
空間中に存在するウイルスの検出・捕集が可能な卓上空気
清浄機器の開発(J212000067)

坂本憲穂・講師

ソニーグループ株式会社
気管支喘息患者自身によるスマートフォンへの入力データ
を用いた喘息管理システム構築に関する研究-服薬リマイン
ダーによるアドヒアランスの改善-

髙園貴弘・准教授 日本メジフィジックス株式会社
慢性呼吸器感染症に対するFDG-PETを用いた疾患活動性評価
の探索的研究

株式会社インテグリティ・ヘルス
ケア

間質性肺疾患（ILD）領域におけるePROを活用したフィージ
ビリティスタディ



特　許

その他
　非常勤講師

　新聞等に掲載された活動

髙園貴弘・准教授 大塚製薬株式会社
ガラクトサミノガラクタンをターゲットとした肺アスペル
ギルス症新規診断法の開発

髙園貴弘・准教授

悪性胸膜中皮腫におけるDNA 修復機構阻害薬がもたらすが
ん免疫賦活化作用の解明

髙園貴弘・准教授 GSK

長崎地区及びその周辺の研究機関を急性呼吸器感染症
(ARI)により受診した高齢者を対象としたRSウイルス(RSV)
による疾病負担評価するための前向き多施設共同疫学研
究:Nagasaki ROAD study

髙園貴弘・准教授 ビオメリュー・ジャパン株式会社

The Impact of broad-spectrum antimicrobials in
patients with community-onset pneumonia (COP) at low
risk of drug-resistant pathogens: a historical cohort
study

谷口寛和・講師

旭化成ファーマ
慢性肺アスペルギルス症の治療実態に関するデータベース
研究

金沢大学がん進展制御研究所共同
研究

迎　寛・教授

井手昇太郎・講師

岩永直樹・助教

糸状菌感染症の治療薬及び糸状菌
感染症の治療方法

2022年3月15日

特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

出願中
特願2022-043792
PCT/JP2023/010134

氏名・職

坂本憲穂、奥野大輔、
田中義正、迎　寛

肺線維症の治療薬及び肺線維症の
治療方法

2023年3月15日 出願中 特願2022-042595
PCT/JP2023/010189

髙園貴弘、古賀　哲、
田中義正、迎　寛、泉
川公一、中田奈々

氏名・職 職（担当科目）

迎　寛・教授 呼吸器内科学の講義、呼吸器の研究指導

呼吸器の講義

関　係　機　関　名

学校法人　産業医科大学

国立大学法人　宮崎大学

学校法人　放送大学

Tulane university, USA

講義「健康寿命の延長に向けて」

Adjunct assistant professor

活動内容の概要と
社会との関連

朝日新聞 2023年1月1日

『肺炎』の原因を知ってもら
い、ワクチン接種の重要性と基
礎疾患のコントロールの重要性
について解説。

活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日

～65歳以上の高齢者は要注意
～知ってほしい『肺炎』予防
の正しい知識

国産初のコロナ飲み薬ゾコー
バ緊急承認

公明新聞 2023年1月18日
緊急承認されたゾコーバの効果
について公明党 秋野公造議員
と共に解説

Impress Watch 2023年4月28日
プラズマ乳酸菌研究についての
研究報告会見に関する記事

長崎大学、プラズマ乳酸菌の
コロナ症状緩和効果の研究成
果を発表

氏名・職

迎　寛・教授

迎　寛・教授

迎　寛・教授



　学術賞受賞

新型コロナの感覚障害緩和に
プラズマ乳酸菌「有効」長崎
大チーム

毎日新聞 2023年4月28日
プラズマ乳酸菌研究についての
研究報告会見に関する記事

プラズマ乳酸菌で新型コロナ
症状改善　長崎大臨床研究
日本呼吸器学会で発表

長崎新聞社 2023年4月29日
プラズマ乳酸菌研究についての
研究報告会見に関する記事

氏名・職

迎　寛・教授

迎　寛・教授

迎　寛・教授

井手昇太郎・講師

志賀 潔・秦佐八郎記念賞
公益社団法人 日本化学療
法学会

呼吸器感染症における口腔連鎖
球菌と嫌気性菌、およびウイル
ス感染の機序と治療法に関する
研究

授与機関名 授賞理由、研究内容等賞　の　名　称

長崎大学ヘルシーキャンパス
プロジェクト 長崎大学 全学
生・教職員のための「健康を
守る」ショートセミナー 2023
年

長崎新聞、長崎放
送、長崎文化放送、
テレビ長崎、長崎国
際テレビ

2023年12月5日、6日

梅毒が長崎県でも広がってお
り、長崎大学の学生・教職員向
けに啓発セミナーを行った。地
元メディアで取り上げられた。


